
畜産農家 各 位

大崎農第 868 号

平成23年 7月 19日

大崎市長 伊  藤  康  志

(公印省略)

東京電力福島第一原発事故発生後 (平成23年 3月 11日 以降)に 収集した

稲わら口麦わらの利用自粛について(通知)

日頃より本市の畜産振興につきましては,ご 協力を賜り厚く御礼申し上|ザます。

先日,福 島県南相馬市から東京都に出荷された牛肉から暫定規制値を超える放射性セ

シウムが検出されました。原因は原発事故後にほ場から収集された稲わらを給与してい

たこととされており,宮 城県で急遂,原 発事故発生以降に収集された稲わらの放射性物

質を調査したところ,県 内でも暫定許容値を上回る放射性セシウムが検出されておりま

す。また,県 内で収集され県外へ販売された稲わらからも高濃度の放射性セシウムが検

出されております。

このため,畜 産物の安全確保のため,原 発事故後 (平成23年 3月 11日 以降)に 収

集された稲わら,麦わらについて,牛 (乳用牛 ・肥育牛 口繁殖牛 い育成牛)へ の飼料と

しての給与及び敷料としての利用を自粛するよう宮城県より要請がありましたので,対

応方をお願い申し上げます。

尚,今 後も情報を共有している宮城県,大 崎市,貴 殿が所属する JAや 酪農協等に,

随時最新情報を確認いただき,ご 対応いただきたくお願い申し上げます。不明な点がご

ざいましたら,下 記にご相談ください。
己一言

口

対象家畜
原発事故後に収集された

稲わ ら ,麦わ ら

すべての牛

(乳用牛,肥 育牛,繁 殖牛,育 成牛)

飼料 として給与 しない

敷料 として利用 しない

※原発事故発生前に収集されたもの (牧草を含む)で あつても,ラ ップやシー トで被

覆せず屋外に放置 されていたものは,同 様の扱いとな ります。

【損害賠償について】

「原子力損害の賠償に関する法律」に基づく損害賠償に備えて,飼 料生産に係る作業

日誌や代替飼料等の購入伝票 口領収書,家 畜の飼養目誌など損害が証明できる資料を保

管 してください。なお,6月 13日 に JA宮 城中央会,JA及 び酪農協等で構成する 「JA

グループ東京電力原発事故農畜産物損害賠償対策宮城県協議会」が設立されております。

今後については,所 属する各 JA及 び酪農協等へご相談 ください。
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宮  城   県

畜産農家の皆様ヘ

原発事故発生後 (平成23年3月11日以降)に 収集 した

稲わら 8麦わらについて

先日,福 島県南相馬市から東京都に出荷された牛肉から暫定

規制値を超える放射性セシウムが検出され,原 因は,原 発事故

後に収集された稲わらを給与 していたこととされています。

本県でも,原 発事故後に収集された稲わらがあり調査 したと

ころ,暫 定許容値を超える放射性セシウムが検出されま した。

加えて,県 内で収集され県外に販売された稲わらからも高濃

度の放射性セシウムが検出されています。

このような状況を受け,本 県畜産物の安全性確保のため,国

の指示を踏まえ,原 発事故後に収集された稲わら 口麦わ らにつ

いては,下 記のとおり使用を自粛するようお願いします。

言己

対象家畜 原発事故後に収集された

稲わら B麦わら

すべての牛

(乳用牛,肥 育牛,繁 殖牛,育 成牛)

飼料として給与 しない

敷料として利用 しない

なお,原 発事故前に収集されたもの (牧草を含む)で あっても,ラ ップ

やシー トで被覆せず屋外に放置されていたものは,同様の扱いとなります。

裏面 もあ ります



■粗飼料 (乾牧草 ・わら)は 屋内で保管してください。屋外に置く場合は,ラ ップやシー トで被

覆し風雨にさらされることのないようにしてください。

■繁殖牛や育成牛まで給与自粛の対象としたことについて

繁殖牛及び育成牛の暫定許容値は5000ベ クレル/kgで あり,県 内で調査した 3点 の稲わ

らはこの値を下回つていたので, 7月 15日 時点では,繁 殖牛及び育成牛までの給与 自粛は必要

ないと判断しました。

ところがその後,県 内で収集され県外に出荷 された稲、わらから5000ベ クレル/kgを 超え

る放射性セシツムが検出されたとの情報が入 りました。放射性物質の汚染は,不 適切な保管 (被

覆せず屋外に放置等)も 原因となるので,県 内のほ場収集段階で高濃度に汚染された とは断定で

きません.

しかし,現 状では 5000ベ クレル/kgを 超える稲わらの存在を否定できないことから,畜

産物の安全性を確保するため,繁 殖牛や育成牛を含めたすべての牛を給与 自粛の対象 といたしま

した。

■麦わらが新たに自粛対象に加わったことについて

農水省の指示によります。

同じわらであること。 さらに,牧 草は放射性物質を調査 していますが,麦 わらは調査 していな

いので,安 全性確保のため自粛としたものです。

問い合わせ先

大河原家畜保健衛生所 指導班

仙台家畜保健衛生所 指導班

北部家畜保健衛生所 指導班

栗原 地域 事務 所 畜産振興班

東部家畜保健衛生所 指導班

東部地方振興事務所 畜産振興班

電言舌 0 2 2 4 - 5 3 - 2 5 1 3

電言舌 0 2 2 - 2 5 7 - 0 9 2 1

電言舌 0 2 2 9 - 9 1 - 0 7 2 9

電言舌 0 2 2 8 - 2 2 - 2 4 8 7

電言舌 0 2 2 0 - 2 2 - 2 3 4 9

電言舌 0 2 2 5 - 9 5 - 1 4 3 8

農林水産部畜産課

(損害賠償)

(自粛要請)

(廃用牛)

(飼料安全)

企画管理班

草地飼料班

生産振興班

衛生安全班

電話 0 2 2 - 2 1

電言舌 0 2 2 - 2 1

電言舌 0 2 2 - 2 1

電言舌 0 2 2 - 2 1

1 - 2 8 5 1

1 - 2 8 5 2

1 - 2 8 5 3

1 - 2 8 5 4


